


















































































































インーズランド各州の実態を概観する（Louis Massicotte,” Legislative Unicameral-
ism : A Global Survey and a Few Case Studies” in Nicholas D.J.Baldwin & Donald























































































ると，強力に主張している（J.Unruh, ”Unicameralism-The Wave of the Future”,
in D.C.Herzberg and A.Rosenthal [eds.], Strengthening the States : Essays on


















































































































































































































































































































































































































































































































































































年 二院制採用国 割合 一院制採用国 割合
１９９５年 １８０国中５３国 ２９．４％ １２７国 ７０．６％
１９９９年 １７８国中６３国 ３５．４％ １１５国 ６４．６％
２００２年 １７９国中６５国 ３６．３％ １１４国 ６３．７％
２００３年 １８３国中６８国 ３７．２％ １１５国 ６２．８％




























































































































































































大韓民国 北朝鮮 中国 台湾 モンゴル インドネシア
２９９議席 ６８７ ２９６６ １１３ ７６ ５５０












８４ ２９ ６５ ５００ １１５ ３００
４４３万６０００ ３９万 １１５万５０００ ８７３７万５０００ ５８５万９０００ １億５８６０万
６８３ ５７６６ １万４８７４ ３３万１６８９ ２３万６８００ １４万３９９８
スリランカ ネパール モルディブ ミャンマー 香港
２２５ ３３０ ５０ ４８５ ６０
１９２９万９０００ ２８１９万６０００ ３０万６０００ ４８７９万８０００ ６８６万













２０７４万３０００ ８５万 ２万 ８万４０００






ソロモン諸島 バヌアツ共和国 トンガ王国 ナウル共和国
１２０議席 １０９ ５０ ５２ ３０ １８
４１７万９０００人 ６３３万１０００ ４９万６０００ ２２万６０００ １０万 １万
２７万５３平方
キロ







４６ １４ ３３ ４９ １５
９万５０００ １１万１０００ ５万９０００ １８万７０００ １万１０００






















７５５０万人 ５６０万 ２５９万５０００ ７５万 １０３３万 ３８５６
１００万１４４９
平方キロ






















５５０議席 １２０ ２９０ ２５０ １２８ ２７５
７４８８万人 ７１１万 ７１２０万８０００ １９９２万９０００ ４０９万９０００ ２８９９万３０００
７８万３５６２
平方キロ











１５０ ５０ ３０１ ３５ ４０ １０００
２４７３万５０００ ２８５万１０００ ２２３８万９０００ ８４万 ４３８万 ６１６万人



















































６２６３万６０００ ３７６万８０００人 １３３万１０００人 １３３４万９０００ １１４万１０００人 ４８５７万
























２７５議席 ６５ １５０ ２２４ ３３３ ３２２
８６９万９０００人 ８３万３０００ ４８５万１０００ ３７５３万８０００ ３０８８万 ４０４５万
６３万７６５７平方
キロ










１５５ １１３ １４７ ５３ １００ １１４
１０７８万 １４２２万６０００ １２３３万７０００ １７０万９０００ １６９万５０００ ９３７万








１２４ ２２５ １１１ ２３０ ８１ ８３
５８６万６０００ １９２６万 １４７８万 ２３４７万８０００ ６５８万５０００ ９０３万３０００













７２ ５５ １８０ １０５ １００ ２２３
５３万 １５万８０００ １８５４万９０００ ４３４万３０００ ５０万７０００ １７０２万４０００












１５８ １９３ ２５０ ６１ ７０ ３３
１１９２万２０００ １３９２万５０００ ２１３９万７０００ １８８万２０００ １２６万２０００ ８３万９０００

























３億５８２万人 ３２９７万 １億６５４万 ２８万８０００ ９５９万８０００ ９７６万
９６２万９０９１
平方キロ
９９７万６１０ １９６万４３７５ ２万２９６５ ２万７７５０ ４万８７３４
















２７１万４０００ ３３万１０００ ２９万４０００ １０万６０００ １３３万３０００ １６万５０００
１万９９１ １万３９３９ ４３０ ３４４ ５１３０ ５３９
アンティグア
・バーブーダ












８万５０００ ３９５３万 １億９１７９万 １６６３万 ４６１５万 ９５２万





















１５８ ８４ ９２ ５７ ７８ ６１４
１３３５万４０００人 ６８５万７０００ ５６０万３０００ ４４６万８０００ ３３４万３０００ １１２６万８０００
１０万８８８９
平方キロ













３０ ２１ ２２ １２０ １６７ １００
６万７０００ １２ ５ ２７９０ ２７６６ １３３４



























６０７６万９０００人 ４３０万１０００ ６１６４万７０００ ８２５９万 １０４５万７０００ １６４２万
２４万２５１４
平方キロ
７万２７３ ５５万１５００ ３５万７０９３ ３万５２８ ４万１５２８
オーストリア
共和国













８３６万１０００ ７４８万 ５８８８万 ４４２７万９０００ ３８０８万 １０１８万




















サンマリノ ポルトガル ギリシャ キプロス
６０ ２５ ６０ ２３０ ３００ ８０
４７万 ３万５０００ ３万１０００ １０６２万 １１１４万７０００ ８５万５０００
２５８６平方キロ １６０ ６１ ９万１９８２ １３万１９５７ ９２５１




２４ ２８ ６５ １６９ ３４９ ２００
３万３０００ ７万５０００ ４０万７０００ ４７０万 ９１１万９０００ ５２７万７０００
１．９５ ４６８ ３１５ ３８万５１５５ ４４万９９６４ ３３万８１４５
デンマーク アイスランド スロバキア ハンガリー セルビア モンテネグロ
１７９ ６３ １５０ ３８６ ２５０ ８１
５４４万２０００ ３０万１０００ ５３９万 １００３万 ９８５万８０００ ５９万８０００
４万３０９４ １０万３０００ ４万９０３５ ９万３０３０ ８万８３６１ １万４０２６
クロアチア マケドニア ブルガリア アルバニア リトアニア ラトビア
１５３ １２０ ２４０ １４０ １４１ １００
４５５万５０００ ２０３万８０００ ７６３万 ３１９万 ３９９万 ２２７万７０００





















９６８万９０００ １５３０万 ２７３７万２０００ ６７４万
１７０９万８２４２
平方キロ








４５０ １０１ ２３５ １３１ １２５ ９０
４６２０万５０００人 ３７９万 ４３９万５０００ ３００万２０００ ８４６万７０００ ５３１万７０００
６０万３７００
平方キロ
３万３８００ ６万９７００ ２万９８００ ８万６６００ １９万９９００
トルクメニス
タン
５０
４９６万５０００
４８万８１００
４，おわりに
最後に，話を再びわが国の事情に戻しておきたい。２００５年３月９日に報告され
た，「二院制と参議院の在り方に関する小委員長報告」において，当時委員長で
あった舛添要一参議院議員は小委員長報告書の中の「１，一院制・二院制の長所
・短所，是非」で，次のように述べていた。
「小委員会においては，最初に二院制ありきということではなく，国民にとっ
て一院制と二院制のどちらが望ましいかという立場からの議論が大事であるとの
意見を踏まえ，熱心な論議を行いました。一院制を支持する意見は，効率的な意
思決定や円滑な政権交代，また両院の役割・機能分担の困難さ等の点を挙げます。
他方，二院制を支持する意見の多くは慎重審議や多様な民意の反映等の点を理由
としております。一院制及び二院制それぞれの長所・短所は，言わば表裏の関係
にあります」。
確かに，桝添氏が指摘するように，一院制議会にも多くの欠点がないわけでは
ない。一院制議会の有する欠点としては，本論の冒頭でも指摘したところである
が，繰り返すと，（１）議会内での両院相互の均衡と抑制が働かない結果，議会
が暴走する可能性があり，ことに，同一政党が長期間にわたって政権を維持し続
ける場合その危険性が高まる，（２）一通りの審議で法律が成立しまうので，そ
の時々の雰囲気に流されて立法が行われる恐れがある，（３）投票の機会が半減
するため，議会に対する民意が反映されにくくなる，（４）一つの議会が解散・
160
総選挙が行われていた時，必要な事態に対処できない可能性が生じる，（５）地
域代表の議院が存在しないため，地方の意見が国に届きにくい（http : //jia.wikipe-
dia.org/wiki/）。
以上述べた一院制議会への批判に対して，もちろん反論は可能である。しかし，
ここではその点に深く立ち入らない。詳しくは，拙著『ネブラスカ州における一
院制議会』（東信堂，２００８年）の第１章で詳述したので，そちらを参照されたい。
現在のわが国において，「一院制議会と二院制議会のどちらがのぞましいか」と
いった設問に関する，大規模な世論調査の結果を私は知らない。しかし，例え
ば，２００９年１月２６日に実施された「国会は一院制 or二院制？」によれば，投票
総数３３０票の中で，一院制に賛成が４４％（１５０票），二院制のままでいいが４８％（１６４
票），その他は７％（２５票）であった。この結果を見る限り，現代の日本では参
議院の存在を望む声の方が多いかもしれない（https : /www.chance.com/vote-
report.srt？id）。
最後に本論を閉じるにあたって，以下の疑問を提起して結びに代えたいと思う。
フランスの有名な政治思想家のジャン・ジャック・ルソーはその著作『社会契約
論』の中において，「主権は分割できない」と人民主権を説いている。ここでい
う人民主権とは，いうまでもなく“国民の意思”のことであろう。その国民の意
思は，果たして分割できるのであろうか？そのように考えるならば，国民の意思
を二つの議院に分けて審議する意義も不明確とならざるを得ない，と考えるが，
いかがなものであろうか（未完）。
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